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目　的目　的

　近年のインターネットの普及は目覚ましく、電子ファ
イル化が進んでいる授業コンテンツ（講義ノート、プレ
ゼンテーション、各種課題など）の配信や学生とのコミュ
ニケーションの場として、授業ホームページ（HP）は薬
学専門教育において重要な役割を果たすものと考え
られる。一方、授業HPによって予習・復習を支援する
ことで、学生のやる気を引き出し、自主的な学習態度
を形成できると期待できる。そこで、授業コンテンツ、
コミュニケーション、ドリル演習に着目した授業HP（薬
剤学３：DDS、薬物相互作用、臨床薬物速度論、体内
動態変動）を開設し、その有用性を評価した。
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発発 表表 内内 容容

Lab URL: http://www.ph.nagasaki-u.ac.jp/lab/dds/index-j.html

●授業HPの活用例（座学系）

●eラーニングの長所・留意点　

※ あくまでも対面授業主体

※ 薬学専門教育の事例

担当授業分野：
医療薬学系（薬剤学）、統計、情報処理

専門研究分野：
生物薬剤学、DDS、薬物速度論

E-mail: koyo-n@nagasaki-u.ac.jp

e-learning
e-learning
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講義講義、演習、実験、演習、実験の実施形態の実施形態

レポート
小テスト

毎回の課題
レポート

毎回の課題課題など

実習書
教科書
配布資料

作業レジメ
講義ノート
配布資料
教科書

講義ノート
配付資料
教科書

教材

プロジェクター
黒板

プロジェクター
黒板

プロジェクタープレゼン機器

教官1名、TA 2名教官1名、TA 2名教官1名スタッフ

薬剤学実習
情報処理入門
薬効検定法

薬剤学Ⅰ
薬剤学Ⅲ

科目

実験演習講義（座学）分類
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座学系座学系科目科目における授業の流れにおける授業の流れ

授　

業

授業の予習・復習（電子ファイル）、
課題の復習（授業HPの解答例）、ドリル（試験対策）、
質問（オフィスアワー、メール）

課題の採点（学生の理解度チェック）、
講義内容のブラッシュアップ（アンケート・感想）

●配付物
　今日の課題、追加資料、採点済みの課題

●プレゼンテーション（スライドショー）
　講義ノート、動画コンテンツ（録画TV、ビデオ、DVDなど）

●今日の課題提出（兼 出席確認）
　※ アンケート・感想など

授業後

［学生］

［教官］

5～10分程度
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講義ノートの紹介講義ノートの紹介

スキャナーで取り込み

穴埋め形式

Word形式ファイルWord形式ファイル

数式エディター

製本
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授業授業HPHPの紹介（薬剤学Ⅲ）の紹介（薬剤学Ⅲ）

URL: http://www.ph.nagasaki-u.ac.jp/lab/dds/class/yaku3/index.html

携帯用HP

各種メニュー

連絡事項
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薬剤学Ⅲ薬剤学Ⅲ HPHPの内容（メニュー）の内容（メニュー）
●シラバス： 講義基本情報、講義内容、関連科目、etc

●コース概要： 授業項目、配付資料、課題解答、etc 

●参考図書・HP： 教科書や参考書の紹介、有用リンク集

●成績評価方法： 点数配分、昨年度結果、etc

●資格との関連： 薬剤師国家試験の出題範囲との対応

●質問受付： オフィスアワー、質問メール、掲示板

●掲示板： 各種連絡事項、（FAQ）

●授業アーカイブ： 講義ノート、プレゼン、テスト・課題

●テスト： 定期・小テストの予定、方法、注意点など

●練習問題： ドリル形式の練習問題（WebCT）

●レポート提出： レポート内容・提出方法、剽窃の注意など
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HPHPによる電子ファイルの閲覧による電子ファイルの閲覧

●講義ノート（Word）　　●プレゼンテーション（PowerPoint）
●テスト・課題の問題・解答（PDF） ※ 過去実施分を含む

※ 著作権への配慮（学内限定）
※ オフラインでの閲覧（CD）

手書きPDF
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アーカイブの有用性（学生アンケート）アーカイブの有用性（学生アンケート）

●講義ノート ●プレゼンテーション ●テスト・課題

５

HPで公開しているファイルを有効活用しましたか？

　　１．全くそう思わない　　２．そう思わない　　３．どちらともいえない
　　４．そう思う　　５．強くそう思う

対象：薬学部３年生（無記名、N=68）

肯定意見： 56 %
平均ポイント：3.6

肯定意見： 65 %
平均ポイント：3.7

肯定意見： 94 %
平均ポイント：4.5

４
３

２ ５

５４

４

３

３２
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ドリルドリル形式練習問題形式練習問題の例の例

WebCT URL : https://ecampus.redc.nagasaki-u.ac.jp:8443/

『WebCT』 コース管理システム
大学教育機能開発センター運用

クリックで回答 画像ファイルも
挿入可能

ランダムな出題・問題配列が可能



12

ドリル形式練習問題ドリル形式練習問題：採点結果：採点結果の例の例

解説が表示される

★学生：速やかに採点結果を見て、復習ができる
★教官：得点や学習状況を把握できる
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CBTCBTを意識したを意識したeeラーニングラーニング

CBTトライアル(岡山大学歯学部)
http://www.dent.okayama-u.ac.jp/

共用試験： 臨床実習開始前に学生の知識・技能・態度を評価

肯定意見： 93 %
平均ポイント：4.4

ドリル形式テストは、学習をサポート
するための有効手段と思いますか？ CBTとは：　コンピュータを活用した試験

(Computer Based Testing)の略称で、デー

タベース化した試験問題を、インターネッ
ト等を利用して配信し、コンピュータ上で
試験を実施する（http://www.cbtc.or.jp/）。

知識の評価　→　CBT

対象：薬学部３年生
（無記名、N=68）

５．強く思う

４．思う
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ドリル形式練習問題のドリル形式練習問題の学習効果学習効果
薬剤学Ⅰ 小テスト平均点

（２０点満点）
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薬剤学Ⅰ ドリル演習回数毎の
合格・不合格

※ ドリルを活用（受験）した学生
の平均点が高い

※ ドリルの活用（受験）回数が多い
学生の合格率が高い

人数点数
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コミュニケーションツールコミュニケーションツール

［受講学生全体への連絡］

●授業中（口頭、プリント）
●授業HPのトップ画面
●メーリングリストMLへの配信
●（掲示板：FAQ）

［学生個人への対応］

●オフィスアワーが基本
●メールでの質問

携帯の活用
・携帯メールで質問
・携帯用HPの閲覧
・MLへの携帯メールの登録

WebWeb
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結結 果果 ・・ 考考 察察

　アンケートの結果、授業HPを有効に活用できたと回
答した学生の割合は非常に高かった。特に、授業コン
テンツページやドリル演習へのアクセス数が多く、課
題や定期試験の対策・復習を支援できたと思われる。
さらに、ゲーム感覚で取り組めるドリル演習は、現代
の学生にマッチした勉強方法であると考えられる。ま
た、MLや掲示板による質問回答・情報提供も有効で
あった。したがって、ドリル演習やコミュニケーションな
どに配慮した授業HPを基盤として、薬学専門教育に
おけるeラーニング導入の進展が期待できる。
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eeラーニングの留意点ラーニングの留意点（個人的（個人的見解見解））

●対面授業・オフィスアワーの補助というスタンス

●コンピュータ・インターネットスキルが必要

　　※ 学生・教官どちらも

●コンピュータが利用できる環境

　　※ 並行して他に演習系科目があると利用率が上がる

●コンピュータ・インターネットには不具合がつきもの

　　※ 想定内・外のトラブルへの対策

●情報モラル（著作権）・セキュリティへの十分な配慮

◇自主的に学習しようという学生の意欲、自学自習の習慣
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eeラーニングの今後の活用ラーニングの今後の活用

●リメディアル教育（生物・物理、情報処理）

●ライセンス試験対策（薬剤師国家試験対策）

●卒後教育： 薬剤師向け（遠隔地）eラーニング

　　※ 旧4年制と6年制のギャップを埋める

●臨床実務実習の指導・コミュニケーション

●薬学6年制での新科目

　　※ 応用情報処理（2年）、医療統計学（4年）など

※ 薬学部独自の視点を中心に

★基盤整備、教官のコンテンツ作成スキル


